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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ

■各公共施設の現状・課題 

 坂井輪地域にある公共施設の現状と課題です。

老朽化や耐震性の確保などの課題を抱える施設を再編を通じて解消していくことも必要です。

名  称 写  真 現  状 課  題

新通小学校

 児童数増加に伴い、スペースが逼迫化。これを解消する

ために分離新設校の整備を進めている

 平成３２年度に学校が分離することに伴い、教育環境の

改善を図るとともに、教室の利活用の検討が必要となる



坂井東小学校

 児童数増加に伴い、学校敷地内にひまわりクラブを新設

し、校舎内のひまわりクラブを普通教室へ転用予定

（平成３１年度供用予定）



新通小分離新設校

 平成３２年４月の開校に向けて整備を進めている

 学校一般開放として、校舎内に、地域も利用できるボラ

ンティア室を整備予定



坂井輪中学校

 新通小、坂井東小、分離新設小校区の生徒が通う中学校

 生徒数の増加により、駐車場の一部に駐輪場を増築

（Ｈ３０～３１年度整備予定）

 生徒数は増加傾向で、平成３６年度にピークを迎える

（２１⇒２３クラス）



グラウンド

体育館

校舎

ひまわり
クラブ
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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ

名  称 写  真 現  状 課  題

新通ひまわりクラブ

第１

 新通小敷地内に建設

 分離新設小の開校後は、登録児童数が半数程度に減少す

る見込み



新通ひまわりクラブ

第２・第３

 新通小敷地内に建設ができず、学校近隣の土地を借地し

て建設

 分離新設小の開校後は、登録児童数が半数程度に減少す

る見込み

坂井東ひまわりクラブ

 児童数増加に伴い、学校敷地内にひまわりクラブを新設

し、校舎内のひまわりクラブを普通教室へ転用予定

（平成３１年度供用予定）



坂井輪児童館

 子どもたちが健全な遊びを通じて健康を増進するとと

もに、豊かな情操を養うことを目的とした施設

 利用対象：小学生以下の児童及び乳幼児

 中央区など坂井輪地域外からの利用もある

 築後約５０年経過、耐震性が低い（診断実施済み）



坂井保育園

 平成２４年度に耐震補強工事を実施、築後４２年経過

 市立保育園の適正配置の取り組みとして、「市立保育園配

置計画」の策定を進めている。（民営化などにより市立保

育園を短・中期的にそれぞれ１０園程度減少する計画）

 駐車場の関係で、送迎時に周辺が混雑する


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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ

名  称 写  真 現  状 課  題 

坂井輪地区公民館 

 平成26年度に耐震補強・改修工事を実施 

 坂井輪地域まちづくりセンターを併設 

 講座室3室、美術工作室2室、和室2室、保育室 

調理実習室、多目的ルーム、音楽室2室、 

ホール（120人） 



坂井輪図書館 

 蔵書数 

図書：61，469冊 視聴覚資料：１，６７４点 

 閲覧席 １００席 

視聴覚資料ブース ４ブース（計６席） 

老人憩の家西川荘 

 市内に住所を有する60歳以上の方のための施設で、談

話室や浴室などがあり、無料で利用できる施設 

 市内にある老人憩の家は、建て替えなど更新しない方針

 築後37年経過 



坂井輪健康センター 

 各種健康診断、健康相談、健康教育、福祉活動等の利用

 平成25年度に改修工事を実施し、現在に至る 

 栄養指導室、介護保険審査会室、機能訓練室、健診室、

歯科健診室、診察室、大会議室 

 西区社会福祉協議会の事務所が入居 



西区役所 

 平成２５年に新築 

 災害時は、区の防災拠点としての機能を備える 

 区役所にある組織：地域課、区民生活課、健康福祉課、

保護課、西税務センター、農政商工課、建設課、総務課、

西区教育支援センター、西区農業委員会事務局 




